関係各位
2015年8月20日
（一社）ロシアNIS貿易会
平素より（一社）ロシアNIS貿易会ならびに二国間経済委員会の活動へのご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
さて、過去数年にわたり当会では経済産業省の助成による「中央アジア地域等貿易投資促進事業」を実施しており、この枠内で「日本カザフスタン投資環境整備ネットワーク」（http://www.jp-kz.org/index.html）、「日本ウズベキスタン投資環境整備ネットワーク」（http://www.jp-ca.org/）、｢日本トルクメニスタン投資環境整備ネットワーク」（http://www.jp-tr.org/）を通じた皆様への情報提供、各種会議の開催あるいは代表団･視察団の派遣･受け入れ等、二国間の貿易投資関係発展を目的とした活動を進めてまいりました。
本年（2015年）につきましては、10月後半～11月をめどに、上記３カ国（カザフスタン、ウズベキスタン、トルクメニスタン）あるいはそのいずれかにおいて、ビジネス・フォーラムあるいはこれに類する会議（以下、「フォーラム」）開催の可能性を検討中です。
また、日本の政府要人の現地訪問に関する報道等もありますところ、つきましては今後の一連の事業の内容充実を図るため、関係企業の皆様に当該諸国への進出状況、その投資環境に対する評価、ならびに現地開催行事に対する関心等についてご意見・ご希望等をうかがうアンケートを実施致したく、よろしくご協力のほど、お願い申し上げます。
ご多忙のところまことに恐縮ながら添付調査票にご記入のうえ、９月３日（木）まで当会宛FAX（03-3555-1052）あるいはE-mail（central-asia@rotobo.or.jp）にて回答をお寄せください。ご不明の点は、下記担当者宛御照会ください。
以上、どうぞよろしくお願い申し上げます。
（一社）ロシアNIS貿易会　ロシアNIS経済研究所
担当：原･輪島・片岡・中馬
FAX：03-3555-1052／E-mail：central-asia@rotobo.or.jp
(注) 本アンケート実施に当たり、個人･企業情報の取扱いには充分注意し、当案件以外の目的では使用いたしません。寄せられたご回答は、中央アジア地域等貿易投資促進事業の今後の活動計画検討、ならびに直近の現地における行事開催のため、当会及び関係省庁･機関において共有されます。データが一般公開されることはありません。
締　切：
平成２７年９月３日（木）
送付先：
（一社）ロシアＮＩＳ貿易会（ROTOBO）　ロシアＮＩＳ経済研究所（担当：原、輪島、片岡、中馬）
FAX ： ０３－３５５５－１０５２　　　　　　　E-mail ： central-asia@rotobo.or.jp
中央アジア日本企業進出状況ならびに投資環境評価等に関わる調査票
· 本調査票は、中央アジア諸国のうち、日本との間に二国間経済委員会が存在する３カ国（カザフスタン、ウズベキスタン、トルクメニスタン）について、日本企業の進出状況、当該国の投資環境に対する評価、及び現地開催行事に対する関心等について、情報収集を行うためのものです。
· まず初めに、どの国について回答するか、対象国をご選択ください。
· １つの解答用紙には、必ず冒頭で選択された１カ国についてのみ、ご回答ください。複数の国について回答される場合は、お手数ながら本用紙をコピーし、別の対象国をご選択のうえ、ご回答いただけますよう、お願い申し上げます。
0.　対象国選択：　
以下より１カ国をご選択のうえ、一連の設問にご解答ください。
（注）　続く設問における「対象国」とは、こちらで選択された国を指します。
□　カザフスタン　　　　　　　　　　□　ウズベキスタン　　　　　　　　□　トルクメニスタン
Ⅰ.　回答者情報

	貴社名
	

	（一社）ロシアNIS貿易会
	A．会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B．非会員

	日本と対象国との間の二国間経済委員会
	A．会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B．非会員

	ご記入者名
	

	ご所属・お役職
	

	TEL
	
	FAX
	

	E-mail
	


Ⅱ.　対　対象国　進出状況
◆御社は、対象国とビジネスを：

A.　現在行っている　→　設問A群にお進みください。

B.　過去に行った経験がある　　→　設問B群にお進みください。


C.　行っていない（行った経験がない）　→　設問C群にお進みください。

（注）AとBは複数選択可。

◆設問A群：御社が現在、対象国と行っているビジネスについて以下の設問にお答えください。
	１.事業内容
（複数回答可）
	　a. 直接投資　　　　　b. 日本からの輸出　　　　　c. 日本への輸入　　　　　d. その他

	
	◇可能ならば内容を具体的にご記入ください。

　



	２.事業開始時期
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）年

	３.現地における体制
	a. 100％子会社　　　　　b. 合弁企業　　　　　c. 駐在員事務所　　　　　d. その他

	４.
ビジネスにおける今後の見通しは
	a. 現在のビジネスの規模を拡大　
b. 現在のビジネスの規模を維持

c. 現在のビジネスの規模を縮小　　
d. 現在のビジネスから撤退　　　

e. 更に新たなビジネスを開始

	
	→　上記でａあるいはｂを選択された場合、その理由は（複数回答可）；

ｱ. 営業成績が良い　　　
ｲ.対象国の経済状態が良い/良くなる見込み　　

ｳ. 現地法制度の改善

ｴ.　ｳ以外の対象国の投資環境の改善
（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　）

ｵ. 国際的要因（市況・為替問題等）　

ｶ.　投資協定を含む日本との間の二国間協定の調印
ｷ.　ｶ以外の日本と対象国の間のビジネス環境の改善
（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　）
ｸ. 日本側の要因（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　）

ｹ　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	→　上記でcあるいはdを選択された場合、その理由は（複数回答可）；

ｱ. 営業不振　　　
ｲ. 現地側パートナーとのトラブル　　　

ｳ. 現地政府とのトラブル
ｴ.　現地での法制度の変更　　

ｵ. 国際的要因（市況・為替問題等）
ｶ. 不慮の事故・天災　　　

ｷ. 日本側の問題　　　   ｸ. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	→　上記でe.を選択された場合、その事業内容は；



	５.
対象国のビジネス環境を総体的にどのように評価なさいますか。
	a.　良い　　　
b.　どちらかと言えば良い　　　

c.　どちらかと言えば悪い　　　
d.　悪い　　　

e.　分からない

	６.
対象国のビジネス環境について、良好であると感じている事項は
（複数回答可）；
	a.　豊富な天然資源（具体的な資源の名称；　　　　　　            　　　　　　　　　　）　　　

b. 大きな市場　　　
c. 高い技術力　　　

d. 運輸・通信等の産業インフラ　　
e. 近隣市場へのアクセス　　　

f. 安価で豊富な労働力　　
g. 対日感情

h. 勤勉で有能な人材　　　
i. 有望な企業の存在　　　

j.　政府の産業政策・外資誘致策
k. 整備された法制度　　　

ｌ. 経済特区の存在
m. 治安の良さ
n. 日本人に対する査証免除措置（実施国の場合）　　

o. 日本政府の経済支援策（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

p. その他（　　　　                       　　　　　　　　）　　　　q. 特にない

	７.
対象国のビジネス環境について、問題がある、又は不安があると感じている事項は
（複数回答可）；
	a. 国内政治情勢   
b. 国際情勢    

c. 経済情勢   
d. 社会・治安情勢   

e. 腐敗・汚職   
f. 貿易投資関連法制

g. その他の法制度   
h. 政府の干渉・介入   

i. 政府の経済政策   
j. 政府の外資誘致策 

k. 許認可等の行政手続き   
l. 通関手続き   

m. 出入国手続き（ビザ）   
n. 法令の解釈・運用   

o. 貿易決済
p. 金融制度   

q. 外貨交換  
r. 海外送金   

s. 対日関係   
t. 対日感情   

u. 治安   
v.市場規模

w. 物流インフラ   

x. その他のインフラ（具体的に　　　　　　　　　　　       　　　　　）   

y. 企業のビジネスモラル
z. 知的財産権の侵害
aa.　労働力（量・質）   
ab. 労働争議
ac.　労働者の賃金   
ad. 競合者の存在　

ae. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）  af. 特にない

	
	◇上記で選択された項目について、内容を具体的にご記入ください。

	8.
今後の二国間ビジネス促進のために、効果的だと思われる施策は
（複数回答可）；
	a. 相互の査証緩和措置の導入 

b. 対象国における外国人労働許可制度の緩和 

c. 日本企業に対する特別優遇措置の設定　
d. 両国を結ぶ直行便の開設 

e. 政府要人の往来の活発化　
f. その他　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



◆設問B群：御社が過去において、対象国と行っていたビジネスについて以下の設問にお答えください。

	１.事業内容（複数回答可）
	　a. 直接投資　　　　　b. 日本からの輸出　　　　　c. 日本への輸入　　　　　d. その他

	
	◇可能ならば内容を具体的にご記入ください。

　



	２.事業実施時期
	（　　　　　　　　　　　　　　　）年～（　　　　　　　　　　　　　　　）年

	３. 撤退・中止理由

（複数回答可）
	a. 営業不振　　　
b. 現地側パートナーとのトラブル　　　

c. 現地政府とのトラブル
d.　現地での法制度の変更　　

e. 国際的要因（市況・為替問題等）
f. 不慮の事故・天災　　　

g. 日本側の問題　　　   
h. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	４. 事業再開の可能性
	a. 近いうちにビジネスを再開する予定
b. 将来的にビジネスを再開することを検討中
c. 当面ビジネスを再開することは考えていない

	
	→　上記でaあるいはbを選択された場合、その事業内容は；



◆設問C群：以下の設問にお答えください。

	１.
対象国に対するビジネス方針について
	a. 近いうちにビジネスを開始する予定　　　

b. 将来的にビジネスを開始することを検討中

c. 当面ビジネスを行うことは考えていない

	
	→　上記でaあるいはbを選択された場合、その事業内容は；



	
	→　上記でcを選択された場合、その理由は（複数回答可）；

a. ビジネス対象が見出せないから　　
b. 貿易投資環境の整備が遅れているから　

c. 現地の経済状態が悪いから  　
ｄ. 言語・文化・民族的障壁を感じるから

e. 対日感情が懸念されるから　　

f. 治安が懸念されるから　　　

g. 対象国に関する情報が不足しているから　　　
h. 外交関係が懸念されるから
i. 地理的に日本から離れているから

j. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	２.
対象国とのビジネスについて、関心がある分野は（複数回答可）；
	a. 石油・天然ガス開発　　　
b. 化学・石油化学　　　
c. 石炭開発・加工　　 
d.鉱物資源開発・加工　　　

e.電力事業（ f. に係るものは除く。）
f.　ウラン採掘・原子力産業
g.　自動車・自動車部品製造　　　
h. 家電機器製造　　　
i.　その他機械機器製造　　
j.　消費財製造・販売　　　
k. .食品加工・販売　　
l.　医療･製薬　　
m.　繊維･衣料　　
n.　インフラ・建設関連　　
o.　運輸・物流　　
p.　不動産　　　
q. 観光･外食   
r.　情報通信
s.金融・保険　　　
t.　その他サービス業
u. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　
v. 特にない

	３
今後の二国間ビジネス促進のために、効果的だと思われる施策は
（複数回答可）；
	a. 相互の査証緩和措置の導入 

b. 対象国における外国人労働許可制度の緩和 

c. 日本企業に対する特別優遇措置の設定　
d. 両国を結ぶ直行便の開設 

e. 政府要人の往来の活発化　
f. その他　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



Ⅲ.　対象国における行事開催に関わる関心調査
当会では、本年（２０１５年）１０月後半～１１月をめどに、当該３カ国（カザフスタン、ウズベキスタン、トルクメニスタン）あるいはそのいずれかにおいて、ビジネス・フォーラムあるいはこれに類する会議（以下、「フォーラム」）開催の可能性を検討しております。
冒頭で選択された対象国において会議が開催されるという仮定において、以下の設問にご回答ください。
	1. 御社は、対象国におけるROTOBOあるいは二国間経済委員会が主催する行事に：

	a. 参加したことがある　　　　　　　　b. 参加したことがない

	2. 
	⇒　a　とご回答の方、以下より参加経験のある行事を全てご選択ください。（複数回答可、ただし対象国についてのみ）
①日本カザフスタン経済官民合同協議会/日本ウズベキスタン経済合同会議/日本トルクメニスタン経済合同会議
②①以外の会議（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
③各種代表団／調査団
④その他

	3. 対象国において「フォーラム」が開催される場合：
(注)　 「a. 参加したい」を選択されても、それによってご参加を含め、なんらかの義務を負うことは一切ございません。
	a. 参加したい　　　　　　　　　b. 参加したくない　　　　　　　c.　未定　

	4. 「フォーラム」において取り上げてほしい協議テーマ、希望するプレゼン内容等を選択、あるいはご記入ください（複数回答可）
	a. 対象国の一般的な経済･産業政策

b. 対象国の貿易投資振興策および投資環境整備への取り組み

c. 日本と対象国相互の貿易･投資振興に向けた取り組み
d. 経済協力（円借款・無償資金協力）について

e. 対象国に進出している日本企業からの報告、対象国への事業提案
ｆ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	４.
「フォーラム」で機会が与えられるならば、自社の事業に関わるプレゼンテーションを行うことを：
(注)　 「a. 希望する」を選択されても、それによってプレゼンを行う等、なんらかの義務を負うことは一切ございません。
	a. 希望する　　　　　　　　b. 希望しない　　　　　　　c.　わからない

	
	⇒　a　をご選択の方、可能な範囲で可能性のある分野、内容等について情報をご提供ください。(以下にご記入ください。形式自由。)



	５　
「フォーラム」において、案件の署名式を行う場合、現時点において御社は、署名式での署名を：
(注)　 「a. 行う可能性がある」を選択されても、それによって実際に署名を行う等、なんらかの義務を負うことは一切ございません。
	a. 行う可能性がある　　　　　　　b. 行う可能性は無い　　　　　c.　未定

	
	⇒　a　をご選択の方、可能な範囲で可能性のある分野、内容等について情報をご提供ください。(以下にご記入ください。形式自由。)


	６. 「フォーラム」の枠内で、なんらかの展示を行う場合、御社は展示を：
(注)　 「a. 行う可能性がある」を選択されても、それによってなんらかの義務を負うことは一切ございません。

	a. 行う可能性がある　　　　　　　b. 行う可能性は無い　　　　　c.　未定

	
	⇒　a　をご選択の方、可能な範囲で可能性のある分野、内容等について情報をご提供ください。(以下にご記入ください。形式自由。)


	７.　その他、｢フォーラム｣について御意見、御希望等があれば右にご記入ください。
	


Ⅳ.　その他
	本アンケートの設問を通じてのご意見、ご感想、あるいはご要望などありましたら、ご自由にお書きください。


※個人･企業情報の取扱いには充分注意し、当案件以外の目的では使用いたしません。

※ご協力まことにありがとうございました。
1

